





























































































































































































































 カード de トーク「一緒に働くのをためらうのは？」
18
分
 カード de トーク「一緒に働きたいのは？」
22
分
 社会人との出会いを振り返ろう
15
分
【課題】自分の職業観に関する作文、未来の自分カードについての作文
25
分
表 実際のタイムライン（90分）
【説明】未来の自分カード配布作成指示
【個人ワーク】カードの共通点から自分の職業観を考え、未来の自分カード作成
【グループワーク】未来の自分カード作成、共有
【個人ワーク】個人ワークの指示、一緒に働きたい人のカード枚選んで理由を付箋紙にメモする
【グループワーク】グループワークの指示、各自選んだカードをグループで共有
【クラス共有】カードへのコメント事例紹介、カード de トーク・の感想をクラス全体で共有
【イントロダクション】予習した語彙の確認
ワークショップの目的と流れを説明
【活動の説明】社会人カードの配布、準備指示
【個人ワーク】個人ワークの指示、一緒に働きたくない人のカード枚選んで理由を付箋紙にメモ
する
【グループワーク】グループワークの指示、各自選んだカードをグループで共有
【予習】カードの中に出てくる難易度が高い語彙をリスト化し、その語彙を予習として調べてくる
40
分
語彙を調べてくることを予習とし、語彙の意味の確認を行った。
また、カードの読解に時間がかかるため、最初の個人ワークと共有に多くの時間を費やした。
今回の授業では、日本企業における社会人を知り、特に「仕事に対して色々な働き方の価値観
があること」を理解してもらうことを念頭にワークショップを行った。
4. 総合的考察
4. 1 ワークショップ中の受講生の反応
ワークショップについて最初は緊張しつつも、興味深そうに取り組んでいた。受講生自身で進
めていってほしかったのだが、進行がなかなかうまくいかず、自分の意見をそれぞれ言い合って
いたので、ファシリテータである著者が意見を求めたり質問したりして司会を引き受けた。
「社会人カード」には、理不尽なこともあるけど仕事をさっさと進めようよという「忍さん」、
自分の会社が大好きだという「我が社さん」など11枚ある。
まず、一緒に働きたくない人については、「先生、こんな人本当にいるの？」「一緒に働きたい
人なんていない」などの意見が多く出た。一緒に働きたくない人をつに絞ることができなかっ
た受講生もいた。
選ばれたカードは、残業は当たり前だという「不夜城さん」や過去の栄光にこだわる「過去の
栄光さん」が多かった。日本の残業問題や過労死の問題を意識する受講生が「不夜城さん」を選
ぶのは理解できる。また自分を卑下する「私なんてさん」とも働きたくないという意見も見られ
た。これは、日本人のクラスメートが自分に自信を持たず、卑下している人が多いという印象を
持ったからだという。
次に、一緒に働きたいという意見が多かったのは、「ビッグさん」である。「ビッグさん」とは、
社会を変えたいという大きな目標は持っているものの、具体的に始めていない人のことである。
このカードを選んだ受講生は、目標を持たずに働いている日本人が多いと感じるが、この人は目
標をもって働いているのだからいいとのことである。また、定時退社して習い事にいそしむ「お
ケイコさん」を選んだ受講生も多かった。これは退社してからも、何かを習得しようとしている
のは偉いということだ。
これらについては、日本で受け止められるカードの人物像のイメージが湧かないからであった
ようだ。「おケイコさん」は会社のことを重視せず、定時上がりで残業をしてくれないというイ
メージは考えていなかったようで、説明を補うべきであった。
その後これらのワークの感想をクラスで共有したが、「こんな人がいるところは嫌だ」「だから
日本企業では働きたくない」などと日本企業への不信感が強くなってしまい、文化や個々による
価値観の違いに気が付くディスカッションには至らなかった。
最後に、職業観について振り返り、卒業して年たった自分についての、「未来の自分カード」
を書いてもらった。受講生からは「お金が大事」さんや「毎日楽しい仕事をしたい」さんや「後
悔しない」さんや「ゴールが大切」さんなどのアイディアが出てきた。「毎日楽しい仕事をした
い」さんは、その仕事をして毎日楽しく思っており、会社の同僚も私と働けてよかったと思う人
になっているとのことだった。また「後悔しない」さんは、自分が今している仕事を将来も続け
たいか、入って後悔していないかなどを自分自身に問いかけていた。
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このまとめのディスカッションで、本当は受講生それぞれが異なる価値観を持っていることに
気がついてほしかったのだが、自分の意見をとりあえず言って終わってしまった。 このワーク
ショップを自分自身でも受講したことがある著者は、グループ内で絶対働きたくないと思った
カードを一緒に働きたい人と選んだ人がいることについて本当に驚いた体験がある。そして同じ
日本人だとしても、職業観については人それぞれだと気づいた。その経験を受講生とも共有した
かったのだが、生まれも育ちも環境が異なる留学生同士であるため、様々な価値観を持っている
ことはすでに理解しているからなのかもしれない。または自分の意見に集中しすぎていて、相手
の意見に耳を傾けることが少なかったように思う。そう思うと、役割分担として最初から司会
役、書記役などと振り分けておいたほうがよかったのかもしれない。また時間も15分で、「未来
カード」も作成し、自分の職業観について振り返るのには短かった。そのため簡単な意見しか得
られなかったのかもしれない。
深く考えて、視野を広げてもらうためにも、職業観についての作文を書くことを宿題としたが、
様々な価値観に気づくためには話し合いの時間を増やすべきだった。
4. 2 ワークショップ後の受講生の意見
授業後に提出された「私の職業観」という作文では、（)〜(）の意見が見られた。一部を
抜粋して紹介する。
（） 自分はチームワークを大切にしているが、細かいことは気にしていない。それが日本人
と違うところだと思う。文化や生活習慣で私と日本人の職業観は同じ点と違う点がある
と思う。どちらがいいとはいえない。
（） 私は仕事に責任と誇りをもって毎日取り組んでいる。時間に対する考え方や給料の出来
高制が日本と海外と異なるが、仕事の考えは様々だ。
（） 仕事より自分の日常生活の方が大切だと思うため優先した。日本人は仕事を中心にして
生きているが、自分の職業観は自分の気持ち、健康、精神などを優先して生きている。
（）から（）を見ると、自分の職業観について述べた後、日本人と職業観が「違う点がある」
「様々だ」と受講生たちは答えている。環境が異なると価値観が異なるということはもうすでに
理解しているようで、日本との違いを強調しているようにも見える。
そうだとすれば、この受講生たちが職業観の多様性に気づくこのワークショップは意味がな
かったのだろうか。ワークショップの最後に、未来カードを作成し、自分の職業観について振り
返りながら熟考できたことを考えると、そうとは言えない。
ただ、自分の意見を意識するあまり、ほかの受講生の意見を聞いて、どう違うかを考えること
が少なかったようなので、ディスカッションの時間を前に取り入れて、相手の意見を聞く授業を
行う必要があった。また日本企業への不信感を抱いてしまったようなので、日本企業における社
会人を理解するためには、カードゲームよりも先に、日本企業で働く留学生のケーススタディを
読んで、どのような対処法を用いるべきかディスカッションをしたり、グローバル化が進んでい
る企業のドキュメンタリーを見たりすることで、日本企業の多様性に気づかせたほうがよかった
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かもしれない。または華々しく第一線で活躍している『プロフェッショナル』ではなく、日常的
に出会う可能性がある社会人についてのドキュメンタリーを見たりする授業を行ったほうが効果
的だったかもしれない。
5. まとめと今後の課題
以上、関西学院大学国際学部の日本語上級話者対象に開講された聴解会話クラスにおいて、日
本企業で働く社会人を知り、自分の職業観について振り返ることで、「価値観の多様性を知る」
ことを目的としたキャリア形成支援教育の実践の報告を行った。現在、日本語教育も日本企業で
のビジネス日本語教育から、キャリアを支援する教育にも広がってきており、このような留学生
対象のキャリア形成支援の授業実践が増えると思われる。
本稿では、自分の職業観の振り返りに焦点をおいたため、コース中の回に実施した「カード
de トークいるかも?!こんな社会人」というワークショップの報告を主に行った。その結果、以
下のことが明らかになった。
（） 受講生はワークショップを通して自分の職業観の振り返りはできた
（） 受講生は価値観の多様性についてすでに理解しているからか、気づきは少なかった
（） ワークショップを通して、日本企業への理解はできたが、反対に不信感を抱かせた
そして、このワークショップをよりよいものにするためには、次の点について気を付けたい。
（） ディスカッション時に、ほかの受講生の意見を聞いて十分に理解するために、役割分担
を行って、前もって日本語のディスカッションの練習が必要である
（） ほかの受講生と意見を共有して、価値観の多様性を知るためには、十分なまとめの時間
が必要である
（） 日本企業で働く社会人について理解するためには、カードゲームの前に、ケーススタ
ディを読んだり日常的に出会う可能性がある社会人についてのドキュメンタリーを見た
りしたほうがいい
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